(別添様式１- １)
平成24年度当初予算　　支出科目　款：教育費　項：特別支援教育費　目：特別支援教育振興費
	事業名:　特別支援学校高等部職業教育実習事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
教育委員会 特別支援教育課 特別支援教育担当・自立支援担当　
電話番号：058-272-1111（内3553･3557）

　　　　　　　　　　　　E-mail：c17783@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：9,598千円（前年度予算額：9,388千円）

	事業内容


	１　事業の内容


○高等部の生徒が卒業後、社会の一員として障がいに応じて積極的に自立、社会参加するために、勤労の意義について学習するとともに職業生活に必要な能力を高めるために実習及び作業を行う。
○特別支援学校高等部において、障がいの種類や程度、能力・適性に応じた作業学習を設定し、作業製品を製作する。（実施校１２校）
○平成２４年度は清流国体・大会に向けて、ミナモグッズの製作・販売に取り組む。
	２　所要経費


○消耗品費　　　3,768千円（作業に必要なボンド、ミシン糸、はけ、紙など）
○原材料費　　　5,370千円（製品の材料となる木材、生地、粘土、種子など）
○備品購入費　　　460千円（作業に必要なミシンや木工用具など）

※実習に必要な原材料、消耗品購入費、備品購入費等を実習経費として県費で負担し、作業学習により販売した製品販売益やクリーニング等の役務提供益を県の収入とする。
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


	２　これまでの取組状況


○特別支援学校高等部は、昭和43年関養護学校に設置以来、多様な職業教育を実施.
○平成14年度より実習会計の実施主体を県とし、新たに事業化。
	３　これまでの取組に対する評価


○卒業後の自立に向けて、働くための態度、技術を高めることができた。
○作業製品の価値を高める取組（MERgE & Hopes）を実施し、生徒の自己肯定感を高めている。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	9,388
	
	
	
	9,145
	
	243
	
	

	要求額
	9,598
	
	
	
	9,286
	
	312
	
	

	決定額
	9,598
	
	
	
	9,286
	
	312
	
	


